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9 月の相談活動の特徴（新規） 

 センター発足以来の相談件数は１万９千２８３   

件になりました。（9月 30 日現在） 

項 目 件 数 当月比率 

面談 ２ １３.３％ 

電話・メール １３ ８６.７％ 

単産・弁護士紹介 ０ ０.０％ 

その他 ０ ０.０％ 

合 計 １５  １００％ 

項  目 
件  

数 
当月比率 

解 雇 ３ ２０.０％ 

退職強要・勧奨 ０ ０.０％ 

賃金・残業代未払い １ ６.７％ 

労働契約違反 ２ １３.３％ 

社会・雇用保険 ０ ０.０％ 

配転・出向・転籍 ０    ０.０％ 

労働条件切り下げ ０ ０.０％ 

労働時間・休暇 ２ １３.３％ 

ﾊﾟﾜﾊﾗ・ｾｸﾊﾗ問題 ４ ２６.７％ 

倒産・工場移転 ０ ０.０％ 

労災・職業病 ０ ０.０％ 

メンタル不全・疾患 ０ ０.０％ 

組合加入・結成 １ ６.７％ 

その他 ２ １３.３％ 

不 明 ０ ０ 

合 計 １７ １００％ 

 

項目 件数 当月比率 

男性 ８ ５３.３% 

女性 ６  ４０.０% 

不明 １  ６.７% 

合計 １８ １００% 

   

   

 

11.3憲法集
会 in京都 

於・円山野外
音楽堂 

13：30開会 
京都校 

8 月 1～6 日 
全国統一行動日
3 月 9 日（木） 

★
相
談
事
例
①･･･

★ 

（
女
性
50
歳
代
・
老
人

ホ
ー
ム
勤
務
・
パ
ー
ト
） 

 
 

割
増
賃
金
の 

未
払
い
は
？ 

 

老
人
ホ
ー
ム
で
パ
ー

ト
と
し
て
働
い
て
い
た

が
、
８
月
末
で
自
己
都

合
退
職
し
た
。
労
働
日

は
１
カ
月
20
～
21
日
。

１
日
の
実
労
働
時
間
は

長
い
日
で
９
時
間
。
短

い
日
で
６
時
間
ぐ
ら
い

だ
っ
た
。
１
日
８
時
間

を
超
え
て
働
い
た
分

は
、
割
増
賃
金
が
支
給

さ
れ
る
と
聞
い
た
が
、

９
時
間
労
働
の
場
合
で

も
割
増
賃
金
が
支
給
さ

れ
な
か
っ
た
。
違
法
で

は
な
い
の
か
？ 

 

ア
ド
バ
イ
ス 

法
定
労
働
時
間 

 

１
日
８
時
間
を
超
え

て
働
く
場
合
で
も
、
１

週
間
の
合
計
労
働
時
間

が

40

時
間
を
超
え
な

い
越
え
な
い
場
合
は
、

割
増
賃
金
が
適
用
さ
れ

な
い
。 

         

記
録
を
調
べ
て

40

時
間
超
え
て
い
な
い
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

超
え
て
い
れ
ば
、
最
低

で
も
２
年
間
遡
っ
て
請

求
で
き
ま
す
。 

  ★
相
談
事
例
②･･･

★ 

（
女
性
50
歳
代
・
製
造

業
・
パ
ー
ト
） 

 

勤
務
事
業
所
を
か
わ
れ

と
言
わ
れ
た
が
・
・ 

 

１
年
契
約
を
反
復

し
、
６
年
目
と
な
っ
た
。

直
近
の
雇
用
契
約
書
で

は
「
雇
用
契
約
期
間
は
、

２
０
２
３
年
４
月
１
日

～
２
０
２
４
年
３
月
３

１
日
。
但
し
、
①
雇
用
契

約
は
更
新
す
る
場
合
も

あ
る
、
②
雇
用
契
約
は

雇
用
期
間
中
で
も
解
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
契
約
書
に
は
、
勤

務
す
る
事
業
所
も
明
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
度

会
社
か
ら
、「
勤
務
す
る

事
業
所
を
か
わ
っ
て
ほ

し
い
」
と
言
わ
れ
た
。
断

っ
た
ら
契
約
解
除
さ
れ

て
も
仕
方
な
い
の
か
？

現
状
の
ま
ま
働
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。 

 

ア
ド
バ
イ
ス 

無
期
雇
用
転
換
権 

行
使
も
可
能 

 

雇
用
契
約
書
が
優
先

す
る
の
で
、
断
る
こ
と

が
で
き
る
。
断
っ
た
こ

と
で
「
契
約
解
除
」
さ
れ

た
ら
、「
不
当
な
契
約
解

除
＝
不
当
な
解
雇
」
に

当
て
は
ま
る
公
算
が
強

い
。「
ひ
と
り
で
も
入
れ

る
労
働
組
合
に
加
入
し

契
約
解
除
撤
回
」
を
要

求
で
き
る
。
も
し
く
は

裁
判
所
の
「
労
働
審
判
」

で
争
う
こ
と
も
で
き

る
。 さ

ら
に
、
契
約
６
年

目
に
な
っ
た
の
で
、「
無

期
雇
用
転
換
」
を
会
社

に
申
し
込
め
ば
、
会
社
は

無
期
雇
用
に
転
換
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務

が
発
生
す
る
。
「
無
期
雇

用
転
換
」
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
検
索
し
て
く
だ
さ

い
。 

    

★
相
談
事
例
③･･･

★ 

（
男
性
40
歳
代
・
内
装

仕
上
げ
業
・
正
社
員
） 

 

有
志
で
労
組
結
成
し
よ

う
か
と
も
・
・ 

 

勤
務
先
は
賃
金
規
定

の
変
更
や
就
業
規
則
の 

       

変
更
が
な
さ
れ
な
い

ま
ま
、
社
内
が
混
乱
し

て
数
年
が
た
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
賃
金
は

新
規
定
で
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
育
休
や

振
休
な
ど
細
か
い
と

こ
ろ
で
問
題
が
発
生

し
て
い
ま
す
。 

労
働
組
合
が
な
い

た
め
軽
く
見
ら
れ
て

い
る
と
も
感
じ
ま
す

し
、
過
半
数
代
表
者
の

負
担
も
大
き
く
、
有
志

で
労
働
組
合
を
つ
く

ろ
う
か
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
す
が
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
け

る
と
あ
り
が
た
い
で

す
。 

 
 

 

ア
ド
バ
イ
ス 

  

労
「
使
」
で
対
等
な

立
場
で
の
交
渉
に
は

労
働
組
合
こ
そ
早
道 

 

質
問
の
趣
旨
が
不

明
確
で
、
「
何
を
ど
う
し

た
い
か
？
」
よ
く
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
「
就
業
規
則

を
再
構
築
す
る
」
と
い
う

方
向
で
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
。 

労
働
組
合
で
な
く
、
単

な
る
「
親
睦
会
み
た
い
な

組
織
の
過
半
数
代
表
者
」

と
し
て
企
業
と
交
渉
す

る
に
は
、
お
の
ず
と
限
界

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
過
半
数
代
表
者
一

人
で
交
渉
す
る
に
は
課

題
が
大
き
す
ぎ
、
負
担
が

あ
り
す
ぎ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。 

企
業
と
対
等
の
立
場

で
交
渉
す
る
に
は
、
労
働

組
合
法
に
基
づ
く
「
労
働

組
合
」
を
結
成
す
る
こ
と

が
早
道
だ
と
思
い
ま
す
。 

一
度
、
面
談
な
ど
で
の

相
談
も
検
討
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
「
労
働
組
合

を
結
成
」
す
る
場
合
の
ノ

ウ
ハ
ウ
も
相
談
に
乗
り

ま
す
。
ま
た
、「
産
業
別
組

織
＝
産
業
別
に
集
ま
っ

た
労
働
組
合
」
へ
の
橋
渡

し
も
可
能
で
す
。 

こ
の
場
合
、
企
業
規
模

（
従
業
員
数
）
・
就
業
規

則
・
賃
金
体
系
の
実
態
な

ど
の
資
料
の
準
備
が
必

要
で
す
。 

労
働
組
合
の
組
合
費

は
、「
給
与
の
１
．
５
％
～

２
％
」（
１
ヶ
月
）
程
度
で

す
。 

        

2023年 10月 1日（日）       京都労働相談センターニュース           第２２６号 

組織拡大 
 
JMITU・1 名 

 労働相談は相談無料・秘密厳守の京都労働相談センターへ メールアドレス：scnt@labor.or.jp 
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 高校 3年生が「労働組合の活動を教えてください」と訪問！！9月 7日  

 17歳の初々しい京都市内の私立 A高校の 3年生が電話で訪問依頼の希望を伝えてきた。9月 7日に 2人が労働相談センターを訪

問された。「働き方改革」などと言われたりする労働問題について、社会科の政治・経済などで勉強していて、もっと調べてみようということ

だと！！ 

 熱心に質問事項をあれこれと勉強して準備して来られ、スマホに打ち込んできて、「外国人労働者は最低賃金以下で働いたりして、大

変な生活をされてるんではないですか？」とか、質問は「働き方改革」にとどまらない。 

 私の方は私が田舎から出てきて学生になった 1971年の夏にアメリカの大統領の「ニクソンショック：ドルショック」があり、金・ドル交換停

止が突然発表され、アメリカ経済が支配してきた第 2次世界大戦：1945年後の「安定」した資本主義世界経済が崩壊し始め、いわゆる新

自由主義が始まったこと、これが「働き方改革」の遠因となっていて、私が京都総評の「オルグ」という仕事に就いた 1975年の直前が日

本の労働運動のピークで何万円もの春闘でのベースアップ獲得があり、それを押さえつけようと経営者側がやりだした労働組合つぶしが

行われてきた。そして今や少子化となり、労働力拡大のために高齢者や女性も働かせ、「多様な働き方」などと言って憲法 28条や労働組

合法など労働者保護法制をつぶしていく政策をとってきた、と話し。 

 私が総評に入る直前の 1974年秋から日経連という経営者団体が春闘つぶし、大幅賃金引上げを抑える毎年春のパンフレットまで発

行しだした、と説明しました。最低賃金引き上げの闘いなども話し、「いろいろ質問準備してきましたけど、お話の中で大体出てきましたの

で、ありがとうございます」と。 

 私の学生時代のアルバイトはうどん屋で皿洗いをして 1時間 250円で、今なら 1000円だからちょうど 4倍。私の初任給 7万円で、その

ころに春闘で 1万・2万・3万・4万円と賃上げ獲得し、毎週東山の円山野外音楽堂で決起集会と四条通・河原町通りのデモ行進をして、

島津製作所や日本電池で工場の回りに赤旗が立ち、市電・市バスがストライキで止まり、当時の国鉄：JRや私鉄も止まった、と。これを経

営者がほっときはしなかった、と。今百貨店が 60年ぶりにストライキと言ってるけど、あの頃はどんどん他のとこでストライキしてた、とい

う話で通じたようです。 

 今度は、具体的に工場・会社の労働組合を訪問して、労働組合活動が会社の中でどう行われているかお話聞きたいので、紹介してくだ

さいとのことでした！！「ザ・労働組合」というような工場のある会社の労働組合を紹介してあげることにして別れました。10月何日かまで

調べ上げて報告発表するとのこと。春闘・賃上げや最賃のみならず、軍事費拡大反対、社会保障拡充、原発反対やジェンダー平等、敬

老パス改悪反対や京都市政のことなどなども取り組んでいることなどチラシを渡して説明。京都府の行政機関としての京都府労働委員会

や裁判所の労働審判、憲法 9条改悪反対運動なども少し欲張りすぎかな、という感じで説明いたしました。JALの 165名の不当解雇撤

回の闘いも。 

 ちんぷんかんぷんな面が多いのではと心配してましたが、終始にこにことメモされ、質問を続けられて、「今時の若い子は？！」とかよく

言われますが、熱心さと理解力の高さに舌を巻きました。  

（稲村守記） 

※すでにこの 9.7訪問の報告はクラスで授業中に行って、拍手喝采の好評だったとのこと。そして次は、こちらの労働組合のある京都市

南区の自動車部品など製造している K会社&工場訪問です！高校生の皆さん、頑張ってね！！ 

 
憲法改悪を許さない！全国署名を進めよう！ 


